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鹿
嶋
市
に
お
い
て
、
和
太
鼓
部
は

と
て
も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
和

太
鼓
部
に
入
部
し
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

灘
潮
祭
（
文
化
祭
）
で
和
太
鼓
の

演
奏
を
聴
い
た
こ
と
で
、
和
太
鼓

の
迫
力
の
あ
る
音
や
一
体
感
に
魅

力
を
感
じ
、
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

実
際
に
太
鼓
を
叩
い
て
み
る
と
、

そ
の
音
の
響
き
や
リ
ズ
ム
の
奥
深

さ
に
引
き
込
ま
れ
、
も
っ
と
和
太

鼓
を
練
習
し
て
み
た
い
と
思
い
、

入
部
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
音
楽
が
好
き
で
、
和
太

鼓
の
リ
ズ
ム
に
惹
か
れ
た
の
で
、

入
部
を
決
め
ま
し
た
。
鹿
島
灘
高

校
に
は
和
太
鼓
の
授
業
が
あ
る
の

で
、
和
太
鼓
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

友
達
に
誘
わ
れ
て
見
学
に
来
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
実
際
に
体
験

し
て
み
た
ら
楽
し
く
て
、
仲
間
と

息
を
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
一
体
感

に
感
動
し
ま
し
た
。
も
っ
と
上
手

に
な
り
た
い
と
思
い
、
入
部
を
決

め
ま
し
た
。 

普
段
は
ど
の
よ
う
な
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。 

最
初
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と

し
て
基
本
の
リ
ズ
ム
を
確
認
し
、

そ
の
後
に
曲
の
練
習
を
始
め
ま

す
。
新
し
い
曲
を
覚
え
る
と
き
は
、

ま
ず
手
の
動
き
を
確
認
し
て
か
ら

少
し
ず
つ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い

き
ま
す
。
難
し
い
部
分
は
先
輩
に

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
練
習
を

重
ね
、
一
日
の
練
習
の
中
で
3
回

ほ
ど
曲
を
通
し
で
演
奏
し
て
い
ま
す
。

和
太
鼓
部
で
の
活
動
を
通
じ
て
、

自
分
が
成
長
し
た
と
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

  最
初
は
楽
譜
を
見
て
い
な
い
と
太

鼓
を
叩
く
こ
と
が
で
き
な
っ
た
の

今
回
は
和
太
鼓
部
部
長
の
德
永
さ
ん
、
副

部
長
の
児
島
さ
ん
、
部
員
の
佐
々
木
さ
ん
、

根
本
さ
ん
、菊
地
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

今回は鹿島灘高等学校の和太鼓部に取材を行いました。和太鼓部は、高等学校総合文化祭をはじ
め、地元の老人ホームや交通安全キャンペーンなど、地域のさまざまなイベントで演奏を披露して
います。演奏を聴く方々に元気を届けたいという思いを胸に、日々練習に励んでいます。 

議

員

議

員

議

員

德
永
さ
ん

德
永
さ
ん

根
本
さ
ん

佐
々
木
さ
ん

菊
地
さ
ん
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友
達
に
誘
わ
れ
て
見
学
に
来
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
実
際
に
体
験

し
て
み
た
ら
楽
し
く
て
、
仲
間
と

息
を
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
一
体
感

に
感
動
し
ま
し
た
。
も
っ
と
上
手

に
な
り
た
い
と
思
い
、
入
部
を
決

め
ま
し
た
。 

普
段
は
ど
の
よ
う
な
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。 

最
初
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と

し
て
基
本
の
リ
ズ
ム
を
確
認
し
、

そ
の
後
に
曲
の
練
習
を
始
め
ま

す
。
新
し
い
曲
を
覚
え
る
と
き
は
、

ま
ず
手
の
動
き
を
確
認
し
て
か
ら

少
し
ず
つ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い

き
ま
す
。
難
し
い
部
分
は
先
輩
に

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
練
習
を

重
ね
、
一
日
の
練
習
の
中
で
3
回

ほ
ど
曲
を
通
し
で
演
奏
し
て
い
ま
す
。

和
太
鼓
部
で
の
活
動
を
通
じ
て
、

自
分
が
成
長
し
た
と
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

  最
初
は
楽
譜
を
見
て
い
な
い
と
太

鼓
を
叩
く
こ
と
が
で
き
な
っ
た
の

で
す
が
、練
習
を
重
ね
る
う
ち
に

自
然
と
手
が
動
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
息
を
合
わ
せ
て
演
奏
す
る

た
め
に
は
、仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
で
、そ
の
中

で
協
力
す
る
力
が
身
に
つ
い
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

入
部
当
初
は
バ
チ
を
振
る
だ
け
で

精
一
杯
で
し
た
が
、今
で
は
曲
に

合
わ
せ
て
強
弱
や
リ
ズ
ム
の
メ
リ

ハ
リ
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
自
分
自
身
が
成
長
し
た

実
感
を
持
て
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

  こ
れ
か
ら
新
入
生
が
入
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
和
太
鼓
の
魅
力

や
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。 

和
太
鼓
の
魅
力
は
演
奏
中
の
一
体

感
で
す
。
み
ん
な
で
音
を
そ
ろ
え

て
演
奏
で
き
た
と
き
の
達
成
感
は

何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
で
す
。

全
員
で
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

や
表
現
力
も
身
に
つ
く
と
思
い
ま

す
。

初
心
者
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る
の

が
和
太
鼓
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

１
曲
を
叩
き
き
っ
た
と
き
の
達
成

感
が
最
高
で
す
。
和
太
鼓
を
触
れ

た
こ
と
が
な
い
方
で
も
気
軽
に
挑

戦
し
て
欲
し
い
で
す
。

和
太
鼓
部
の
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を

伺
い
、
和
太
鼓
の
楽
し
さ
や
仲
間

と
の
一
体
感
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

取
材
の
中
で
、
演
奏
を
聴
か
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
迫
力

が
あ
り
、
演
奏
者
一
人
ひ
と
り
の

心
が
響
き
合
っ
て
い
る
よ
う
で
、

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
よ

う
な
一
体
感
は
聴
く
人
を
元
気
づ

け
る
力
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
舞

台
で
そ
の
力
強
い
音
色
を
響
か
せ
、

多
く
の
方
々
を
笑
顔
に
し
て
欲
し

い
で
す
。
和
太
鼓
部
の
さ
ら
な
る

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

議

員

議

員

德
永
さ
ん

児
島
さ
ん

佐
々
木
さ
ん

【活動日程】週に３回
　　　　　（火曜日、木曜日、日曜日）
【活動場所】鹿島灘高校、はまなす公民館
新入生のみなさんの入部をお待ちしています！

初心者の方でも大歓迎です！

和太鼓部の活動について

インタビューの様子

練習風景の様子
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日頃の議会の活動状況を市民の皆さまに知っていただくとともに、議会の活動に関す
るご意見を直接お伺いするため、令和7年2月22日、鹿嶋市役所と大野公民館の２会場
において、「議会報告会」を開催しました。議会の活動報告に加え、各常任委員会のテー
マについて意見交換を行い、市政に対する率直なご意見や貴重なご提案をお聴きするこ
とができました。

今後も、市民の皆さまとの対話を大切にしながら、開かれた議会運営を推進し、より
よい市政の実現に向けて努力を重ねてまいります。
　引き続き、市政に関する情報を分かりやすく発信するとともに、市民の皆さまの声を
議会活動に反映させる機会を積極的に設けてまいります。

総務生活委員会

①ゴミ処理・環境

②まちづくり全般

文教厚生委員会

①学校・教育

②医療・介護

都市経済委員会

①観光・商工

②公共インフラ

下記のテーマについて意見交換を実施しました。

議員と語ろう！
議会報告会を開催しました！
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【主な意見】
・新可燃ごみ処理施設ができたことにより、
  分別方法が変更されたが、分かりにくい。
・太陽光発電施設が多く設置されているが、
  最終的な廃棄も含め、市は今後どのよう
  な対応をしていくのか示して欲しい。
・人口減少、雇用減少などにしっかりと取
  り組んで欲しい。
・高齢者が多く、過疎化の進んだ地域もあ
  るため、地域全体で防犯対策に取り組ん
  でもらいたい。

【主な意見】
・部活動の地域移行により、カシマスポー
  ツクラブが中心となって指導者を集めて
  いるが、引き続き市側の協力をお願いし
  たい。
・地域福祉推進委員21名の体制から看護師
  4名の体制になると伺った。このままだ
  と人手の足りていない民生委員に負担が
  かかることになる。民生委員は成り手不
  足が原因で欠員が出ている状況であるこ
  とから、負担を下げる検討をしていると
  ころでもあるため、大変困る。

【主な意見】
・今後も計画的に道路や上下水道の老朽化
  対策を進め、適切な管理を続けていただ
  きたい。
・市内田畑のイノシシ被害対策についての
  補助拡大の検討をお願いしたい。
・有機野菜栽培の支援を行い、ふるさと納
  税の目玉にして欲しい。
・歩道に飛び出している木々が目立つため、
  国・県道含め確認を行い、適宜剪定をす
  るべき。国・県にも剪定依頼をするべき。

総務生活委員会

文教厚生委員会

都市経済委員会

他にも多くの意見をいただきました。ありがとうございました。
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  3 
定例会

月

市長から提出された議案32件

議案第1号 令和7年度鹿嶋市一般会計予算 前年度比4.9%増の244億6千万円 原案可決

議案第2号 令和7年度鹿嶋市国民健康保険特別会計
予算 前年度比3.1%減の64億5,048万7千円 原案可決

議案第3号 令和7年度鹿嶋市後期高齢者医療特別会
計予算 前年度比1.7%減の11億475万6千円 原案可決

議案第4号 令和7年度鹿嶋市介護保険特別会計予算 前年度比9.1%増の53億1,275万7千円 原案可決

議案第5号
令和7年度鹿島臨海都市計画事業鹿嶋市
平井東部土地区画整理事業特別会計予
算

前年度比15.9%増の1,883万3千円 原案可決

議案第6号 令和7年度鹿嶋市墓地特別会計予算 前年度比94.8%増の1,743万円 原案可決

議案第7号 令和7年度鹿嶋市公共料金等集合支払特
別会計予算 前年度比0.3%減の2億9,400万円 原案可決

議案第8号 令和7年度鹿嶋市水道事業会計予算

収益的収入…前年度比0.4％減の19億1,911万1千円
収益的支出…前年度比0.5％増の18億355万7千円
資本的収入…前年度比77.3％減の2億2千万円
資本的支出…前年度比60.2％減の6億3,509万3千円

原案可決

議案第9号 令和7年度鹿嶋市下水道事業会計予算

収益的収入…前年度比4.9％増の16億3,168万7千円
収益的支出…前年度比6.2％増の16億4,855万1千円
資本的収入…前年度比39.5％減の4億9,131万5千円
資本的支出…前年度比29.1％減の8億8,979万5千円

原案可決

議案第10号 令和7年度鹿嶋市農業集落排水事業会計
予算

収益的収入…前年度比11.2％減の1億1,315万6千円
収益的支出…前年度比15.7％減の1億588万3千円
資本的収入…前年度比90.9％増の2,100万円
資本的支出…前年度比0.9％減の3,024万7千円

原案可決

議案第11号 令和6年度鹿嶋市一般会計補正予算（第
8号） 2億6,793万8千円を減額（総額261億9,301万6千円） 原案可決

議案第12号 令和6年度鹿嶋市国民健康保険特別会計
補正予算（第2号）

既定の歳入歳出予算総額に増減はないが、歳入として、国民健康保険税2,845万
7千円、諸収入1,800万１千円を減額し、繰入金4,645万8千円を見込むもの。

原案可決

議案第13号 令和6年度鹿嶋市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第1号） 834万9千円を減額（総額11億1,589万円） 原案可決

議案第14号 令和6年度鹿嶋市介護保険特別会計補正
予算（第4号） 8,686万2千円を追加（総額51億7,183万6千円） 原案可決

議案第15号
令和6年度鹿島臨海都市計画事業鹿嶋市
平井東部土地区画整理事業特別会計補
正予算（第1号）

450万4千円を追加（総額2,074万8千円） 原案可決

議案第16号 令和6年度鹿嶋市水道事業会計補正予算
（第3号）

収益的収入…1,829万円を追加（総額19億4,538万1千円）
収益的支出…901万3千円を追加（総額18億93万5千円）
資本的収入…8億3,901万9千円（総額18億6,170万円）
資本的支出…9億5,700万円を追加（総額26億686万3千円）

原案可決

議案第17号 鹿嶋市犯罪被害者等支援条例
犯罪被害者等基本法に基づき、本市における犯罪被害者等の支援に関し、基本
理念等を定め、必要な施策を総合的に推進するため、条例を制定するもの。

原案可決

議案第18号

鹿嶋市行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改
正に伴い，条例が引用する法の条項にずれが生じたことによる所要の整理を行
うため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第19号 鹿嶋市手数料徴収条例の一部を改正す
る条例

宅地造成及び特定盛土等規制法に基づく規制区域の指定が令和７年４月１日か
ら開始されることに伴い、宅地造成等に関する工事の中間検査の申請に対する
審査手数料を徴収するため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

令和 7 年度鹿嶋市一般会計予算などについて審議
２月 21 日から 3 月 18 日までの 26 日間、令和 7 年第 1 回定例会が開催されました。市長から 32 件、議長から 1 件の
議案が提出されたほか、委員会から提出された４件の議案及び、議会へ提出された１件の請願について審査を行いました。
議決結果は次のとおりです。
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市長から提出された議案32件

議案第20号
鹿嶋市刑法等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例

令和7年6月1日から、罰則としての「懲役」及び「禁錮」が廃止され、これら
に代えて「拘禁刑」が創設されるため、関係する条例の一部を改正するもの。 原案可決

議案第21号 鹿嶋市職員の特殊勤務手当に関する
条例の一部を改正する条例

「動物死骸処理作業手当」における支給対象業務について、道路上に遺棄され
た動物に限らず、その他の場所における死骸処理作業に従事した場合も対象と
するため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第22号 鹿嶋市職員の育児休業等に関する条
例等の一部を改正する条例

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一
部改正に伴い、仕事と育児・介護の両立支援をさらに充実させるため、関連す
る条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第23号 鹿嶋市火葬場の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例

電気料金や燃料費の高騰により、鹿嶋斎苑の施設管理料が増加したことに伴
い、施設使用料の見直しを行うため、条例の一部を改正するもの。 原案可決

議案第24号 鹿嶋市霊園の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例

3年度分の前納制となっているとよさと霊園の管理料について、納付した後に
墓地の使用を中止した場合、未到達年度分の管理料を返還できるようにするた
め、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第25号
鹿嶋市土砂等による土地の埋立て,盛
土及びたい積の規制に関する条例の
一部を改正する条例

土砂の埋立て等に対する災害防止の点での規制は法律によるものとなったこ
と、また、生活環境保全の点での規制は県条例の対象が拡大されたことに伴
い、所要の整理を行うため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第26号
鹿嶋市非常勤消防団員に係る退職報
償金の支給に関する条例の一部を改
正する条例

消防団員等公務災害補償等共済基金又は指定法人が市町村に支払う消防団員退
職報償金について、その算出の基礎となる勤務年数の区分が見直されることに
伴い、市から退職する消防団員に支給する退職報償金についても、その算出の
基礎となる勤務年数の区分を見直すため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第27号 鹿嶋市保育所の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例

令和7年3月31日をもって大船津保育園を閉園とするため、条例の一部を改正
するもの。 原案可決

議案第28号
鹿嶋市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例

国の家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正及び乳児等通園支援
事業の設備及び運営に関する基準の制定に伴い、「こども誰でも通園制度」に
関する事業の設備及び運営等について定めるため、条例の一部を改正するも
の。

原案可決

議案第29号 鹿嶋市都市公園条例及び鹿嶋市運動
施設条例の一部を改正する条例

施設の老朽化及び熱源の停止に伴い、令和7年3月31日をもって高松緑地プー
ルを廃止するため、また、いきいきゆめプールにコース専用使用料を設定する
ため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第30号 令和6年度鹿嶋市墓地特別会計補正
予算（第1号） 400万2千円を追加（総額1,294万8千円） 原案可決

報告第1号 専決処分について（令和6年度鹿嶋
市一般会計補正予算（第7号）） 2億6,114万5千円を追加（総額264億6,095万4千円） 原案承認

諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦について 人権擁護委員候補者の推薦について、人権擁護委員法第6条第3項の規定によ
り議会の意見を求めるもの。久保和男氏（新任） 原案適任

議長から提出された議案1件

議長発議 道の駅整備等による地域経済活性化検
討協議会の設置について

地域の特性を活かした観光客の誘致、地域経済の活性化及び地方創生につなが
る道の駅整備等について検討協議を行うため、道の駅整備等による地域経済活
性化検討協議会を本市議会に設置するもの。

原案可決

委員会から提出された議案4件

第1号議案 鹿嶋市議会会議規則の一部を改正する
規則

議会における手続について情報通信技術を活用した方法により行うこと、また
オンラインによる方法により委員会等を開催することを可能とするために必要
となる事項を定めるほか、文言等の整理を行うもの。

原案可決

第2号議案 鹿嶋市議会委員会条例の一部を改正す
る条例

特例として、オンラインによる方法により委員会を開催することを可能とする
ため、条例の一部を改正するもの。 原案可決

第3号議案 鹿嶋市議会の個人情報の保護に関する
条例の一部を改正する条例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律が改
正され、本条例で引用する条文に改正が必要となること及び刑法の改正により
「懲役」及び「禁錮」が廃止され、新たに「拘禁刑」が創設されることに伴
い、条例の一部を改正するもの。

原案可決

第4号議案 鹿嶋市議会議員の費用弁償の特例に関
する条例

市の財政状況を鑑み、令和7年4月1日から令和8年3月31日までの間、費用弁
償の日額については支給しないこととするもの。 原案可決

議会に提出された請願1件議会に提出された請願1件

令和7年 
請願第1号 学校給食無償化を求める請願 「子育てするなら鹿嶋市で」というスローガンにふさわしい市政を実現するた

め、鹿嶋市が積極的に無償化に向けた検討を進めるよう強く要望するもの。 趣旨採択
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デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
制
度
変
更
に
つ
い
て
、
大

野
地
区
の
料
金
格
差
は
区
域
を
4
分
割
す
る
こ
と
で

改
善
さ
れ
る
た
め
、
評
価
し
た
い
。
一
方
で
、
料
金

の
値
上
げ
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の
協
力
や
財
政
状
況

を
考
慮
す
る
と
、
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
感
じ
て

い
る
。
ま
た
、
割
引
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に
新
た
に
難

病
患
者
の
方
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
難
病
患
者
へ
の

支
援
を
拡
大
す
る
重
要
な
一
歩
で
あ
る
。
他
の
自
治

体
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
取
組
で
あ
り
、
難
病
と

向
き
合
う
方
々
に
と
っ
て
希
望
の
光
と
な
る
と
考
え

る
。次

に
、
広
報
か
し
ま
の
新
聞
折
込
に
つ
い
て
、
一

部
の
新
聞
（
日
本
経
済
新
聞
、
東
京
新
聞
、
産
経
新

聞
）
が
除
外
さ
れ
る
方
針
に
は
反
対
す
る
。
費
用
削

減
を
図
る
の
で
あ
れ
ば
、
特
集
ペ
ー
ジ
の
削
減
な
ど

別
の
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
問

題
を
議
会
で
継
続
的
に
取
り
上
げ
、
改
善
を
求
め
て

い
く
こ
と
を
申
し
添
え
た
う
え
で
、
賛
成
と
す
る
。

令
和
7
年
度
予
算
は
、
財
政
調
整
基
金
に
依
存
せ

ず
、
限
ら
れ
た
財
源
を
適
切
に
配
分
し
た
点
で
高
く

評
価
す
る
。
特
に
、
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
の
維

持
管
理
費
の
確
保
や
、
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
に
向
け
た
予
算
の
確
保
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
行
政
の
効
率
化
に
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
の

市
政
運
営
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
ま
た
、

物
価
高
騰
へ
の
対
応
と
し
て
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
賄
材
料
費
の
増
額
が
盛
り
込
ま
れ
た
点
も
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
政
策
と
し
て
評

価
で
き
る
。
扶
助
費
の
増
加
が
続
く
中
で
も
、
持
続

可
能
な
市
政
運
営
を
目
指
し
、「
選
択
と
集
中
」
を

意
識
し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
点
を
評
価
し
、

賛
成
と
す
る
。

鹿
嶋
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
適
切
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
将
来
世
代
へ
の
負

担
を
抑
え
、
緊
急
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
歳
入

規
模
に
応
じ
た
財
政
調
整
基
金
に
頼
ら
な
い
予
算

編
成
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
は
、
従
来
の
給
付
型
支
援
の
見

直
し
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
拡
大
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
の
更
な
る
活
用
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

火
葬
場
の
利
用
料
の
積
算
根
拠
や
維
持
管
理
費
の

補
助
制
度
の
不
透
明
さ
が
課
題
で
あ
り
、
施
設
の
利

用
者
や
性
質
を
考
慮
し
た
適
切
な
受
益
者
負
担
の

検
討
を
求
め
る
。
市
政
30
周
年
を
迎
え
る
本
年
、
強

靭
で
持
続
可
能
な
自
治
体
を
目
指
し
、
執
行
部
に
は

各
事
業
の
目
標
達
成
を
期
待
し
、
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
1
号　

令
和
７
年
度
鹿
嶋
市
一
般

会
計
予
算

議
案
第
1
号　

令
和
７
年
度
鹿
嶋
市
一
般

会
計
予
算

議
案
第
1
号　

令
和
７
年
度
鹿
嶋
市
一
般

会
計
予
算

討
論
討
論

賛
成
賛
成      

賛
成
賛
成      

賛
成
賛
成      

佐
藤
佐
藤  

信
成
議
員

信
成
議
員

中
薗
中
薗  

薫
議
員

薫
議
員

宇
田
宇
田  

一
男
議
員

一
男
議
員

賛成 = ○、反対 = ×、棄権 = △、欠席 = －    ※内田政文議長は、採決に加わりません。

議員賛否一覧表

賛否が分かれた議案の
賛 否 結 果

未来かしま
公明

かしま

日
本
共
産
党

幹会 有志の会

池
田　

芳
範

根
崎　

彰

小
池　
み
よ
子

栗
林　

京
子

笹
沼　

康
弘

内
野　

敬
仁

中
薗　

薫

樋
口　

龍
章

山
口　

哲
秀

横
山　

揚
久　

立
原　

弘
一

宇
田　

一
男

菅
谷　

毅

舛
井　

明
宏

佐
藤　

信
成

田
口　

茂

河
津　

亨

斉
藤　

裕
樹

加
勢　

誠

議案第２３号　
鹿嶋市火葬場の設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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一般会計一般会計 244億6千万円

特別会計特別会計 131億9,826万3千円

国民健康保険 64億5,048万7千円

後期高齢者医療 11億475万6千円

介護保険 53億1,275万7千円

鹿嶋市平井東部土地区画整理事業 1,883万3千円

墓地 1,743万円

公共料金等集合支払 2億9,400万円

公営企業会計公営企業会計 51億1,312万6千円

水道事業 24億3,865万円

下水道事業 25億3,834万6千円

農業集落排水事業 1億3,613万円

総合計総合計 427億7,138万9千円

可決
令和7年度会計別予算

【令和７年度予算の特徴】
適切な市民サービスを維持し、かつ、将来世代に負担を残さず、また災害等の緊急的な対応に備えておく

必要性を踏まえ、当該年度の歳入規模に応じた財政調整基金に頼らない予算編成を行った。また、限られた
財源を最も必要で優先すべき事業に分配し、歳出の抑制と所管を超えた予算配分の重点化、効率化を行った。
※財政調整基金…大規模災害時や大幅な税収減などの緊急時に取り崩す基金

【予算審査について】
令和７年度の予算決算常任委員会は3月4日及び3月14日に行い、3月5日及び3月6日には総務生活・文教厚

生・都市経済の３つの分科会に分かれ、詳細な予算審査を行いました。
さらに6つの事業を抽出し、事業の妥当性等を調査しました。

※

詳細は10～11ページへ！
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予算予算
審査審査新年度予算について6つの事業を抽出し、調査しました。

総務生活分科会

文教厚生分科会

【事業概要】
市バスを含む公用車の適正な管理及び安全かつ効率的な運行を図る。

【調査結果】
公用車は必要経費であるため、必要なものであれば、きちんと支出をするべき。市バスについては、
市民団体が利用しやすく、かつ、公平性をしっかり担保しながら、運用を図るべき。中古車の購入
方法は新車と比べて比較検討する項目が多いため、費用対効果と安全性をよく精査し、ランニン
グコストについても検証願いたい。

予防接種経費（予算額：1億7,515万6千円）予防接種経費（予算額：1億7,515万6千円）
【事業概要】【事業概要】
各種予防接種体制を構築し、接種率の向上を目指し、感染症の発生及び拡大を防ぐ。各種予防接種体制を構築し、接種率の向上を目指し、感染症の発生及び拡大を防ぐ。

【調査結果】【調査結果】
予防接種は公衆衛生に不可欠な事業であり、引き続き接種率の向上が求められる。市においては、予防接種は公衆衛生に不可欠な事業であり、引き続き接種率の向上が求められる。市においては、
市民の負担も考慮し、助成額の適正な水準の確保と必要な財源確保に最大限努めてもらいたい。市民の負担も考慮し、助成額の適正な水準の確保と必要な財源確保に最大限努めてもらいたい。

鹿嶋斎苑管理費（予算額：1億866万9千円）鹿嶋斎苑管理費（予算額：1億866万9千円）

自動車運行管理経費（総務課）（予算額：22,450千円）　自動車運行管理経費（総務課）（予算額：22,450千円）　

英語指導事業経費（予算額：1億225万7千円）英語指導事業経費（予算額：1億225万7千円）

【事業概要】
市営火葬場の維持及び管理を行う。

【調査結果】
鹿嶋斎苑は、市民にとって必要不可欠な施設であり、市が運
営する必要性が高い。火葬料や式場使用料の増額、火葬炉
灰の売却に取り組むことは評価できる。ただし、今後の課題
として、施設の修繕・維持補修等に係るライフサイクルコス
トや１０年後の利用者のピーク経過後の在り方について、
検討願いたい。

【事業概要】
英語の言語活動を通して、コミュニケーションを図る資質・能力を育成する。

【調査結果】
技能、指導経験、人格などALT を採用するに当たっては、質の確保が求められる。学校規模や
授業時間に対応した適正な配置を行い、最大の効果を求める。

鹿嶋斎苑
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都市経済分科会

ふるさと納税推進事業（予算額：3億2,231万6千円）ふるさと納税推進事業（予算額：3億2,231万6千円）
【事業概要】【事業概要】
市内産業の活性化及び自主財源の確保を図るため、ふるさと納税事業を推進する。市内産業の活性化及び自主財源の確保を図るため、ふるさと納税事業を推進する。

【調査結果】【調査結果】
令和６年度寄附額は過去最高額を達成する見込であり、これまでの取組手法及び結果は十分評価令和６年度寄附額は過去最高額を達成する見込であり、これまでの取組手法及び結果は十分評価
に値する。商工観光課や農林水産課など、横の繋がりを活用した新たな返礼品の開発や、金融機関に値する。商工観光課や農林水産課など、横の繋がりを活用した新たな返礼品の開発や、金融機関
との協力による新たな事業者との関係構築を進めることで、本年度以上に充実した取組も検討しとの協力による新たな事業者との関係構築を進めることで、本年度以上に充実した取組も検討し
ており期待するところである。その効果が令和７年度内に確実に得られるよう関係機関と密に連ており期待するところである。その効果が令和７年度内に確実に得られるよう関係機関と密に連
携しながら、返礼品開発等に努めていただきたい。また、アントラーズのキックオフパーティーやファ携しながら、返礼品開発等に努めていただきたい。また、アントラーズのキックオフパーティーやファ
ン感謝デーチケットなどの返礼品化検討など、より一層のアイデアや取組にも期待する。ン感謝デーチケットなどの返礼品化検討など、より一層のアイデアや取組にも期待する。

大規模都市公園管理費（予算額：1億5,166万5千円）大規模都市公園管理費（予算額：1億5,166万5千円）
【事業概要】【事業概要】
市内の大規模公園において、その特色を活かし、利用者が常に快適で安全・安心に利用ができるよ市内の大規模公園において、その特色を活かし、利用者が常に快適で安全・安心に利用ができるよ
う適切な維持管理を行う。う適切な維持管理を行う。

【調査結果】【調査結果】
公園は市民の憩いの場であり、観光の目玉ともなり得る。維持管理はしっかり行っていると判断公園は市民の憩いの場であり、観光の目玉ともなり得る。維持管理はしっかり行っていると判断
するが、より魅力的な公園とするべく、また財源の確保にもつなげるため、Park-PFI などを含めするが、より魅力的な公園とするべく、また財源の確保にもつなげるため、Park-PFI などを含め
た民間活力の有効活用や森林環境譲与税の利用について調査研究を行い、積極的に取り組むべき。た民間活力の有効活用や森林環境譲与税の利用について調査研究を行い、積極的に取り組むべき。

※

はまなす公園展望台

地域の特性を活かした観光客の誘致、地域経
済の活性化及び地方創生につながる道の駅整備
等について検討協議を行います。協議会の構成
委員は次のとおりです。

※議長はオブザーバーで参加します

会

長

副
会
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

河

津

　

亨

笹
沼
　
康
弘

立
原
　
弘
一

菅

谷

　

毅

横
山
　
揚
久

中

薗

　

薫

樋
口
　
龍
章

加

勢

　

誠

道の駅整備等による地域経済活性化検討協議会が設置されました

城山公園に続く、私道の拡幅については改善が図られたも城山公園に続く、私道の拡幅については改善が図られたも
のの、更なる拡幅が必要と考える。加えて高松緑地公園にのの、更なる拡幅が必要と考える。加えて高松緑地公園に
ついて、体育館や温水プールに代わるものを公共施設の将ついて、体育館や温水プールに代わるものを公共施設の将
来像を考慮しつつ検討していくべき。来像を考慮しつつ検討していくべき。
※ Park-PFI・・・都市公園法に基づいて設置された都市公園におい※ Park-PFI・・・都市公園法に基づいて設置された都市公園におい
て、飲食店や売店、スポーツ施設などを設置・運営する民間事業者て、飲食店や売店、スポーツ施設などを設置・運営する民間事業者
を公募により選定する制度を公募により選定する制度
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総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
10
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑
と
討
論

■
議
案
第
23
号　

鹿
嶋
市
火
葬
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例問

近
隣
市
の
住
民
が
鹿
嶋
斎

苑
を
使
う
場
合
は
、
ど
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
か
。

答
火
葬
に
つ
い
て
は
、
市
外

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

方
が
市
内
で
亡
く
な
っ
た
場
合
が

多
く
、
生
活
保
護
者
も
含
ま
れ
る
。

式
場
な
ど
の
施
設
使
用
に
つ
い
て

は
、
鉾
田
市
大
洋
地
区
な
ど
、
近

隣
の
住
民
が
市
内
の
葬
儀
業
者
に

依
頼
し
た
場
合
が
多
い
。

問
市
外
火
葬
料
金
の
設
定
根

拠
を
伺
い
た
い
。

答
令
和
５
年
度
に
お
け
る

鹿
嶋
斎
苑
全
体
の
管
理

運
営
費
７
３
５
６
万
４
９
１
８
円

に
対
し
、
火
葬
場
を
利
用
し
た
方

が
９
２
８
人
で
あ
り
、
一
人
当

た
り
の
経
費
を
算
出
し
た
と
こ
ろ

７
９
２
７
３
円
と
な
る
た
め
、
市

外
の
火
葬
料
金
を
８
万
円
に
設
定

し
た
。

   

意   

見

施
設
管
理
料
が
増
加
す
る
中
、
補

助
制
度
の
有
無
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
他
の
事
業
と
連
携
し
、
総

合
的
か
つ
複
合
的
に
実
施
す
る
こ

と
で
、
住
民
の
負
担
軽
減
を
図
る

方
策
を
模
索
・
検
討
す
べ
き
。

 

反
対
討
論

火
葬
に
係
る
使
用
料
に
関
し
、
本

市
以
外
の
住
民
は
本
市
の
住
民
の

10
倍
の
額
と
な
っ
て
お
り
、
納
得

で
き
な
い
。
現
行
の
額
を
据
え
置

く
べ
き
で
あ
る
。

採
決
の
結
果
、議
案
第
17
号
な

い
し
議
案
第
22
号
、議
案
第
24
号

な
い
し
議
案
第
26
号
は
全
会
一
致

を
も
っ
て
、議
案
第
23
号
は
賛
成

多
数
を
も
っ
て
、原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

3
月
3
日
に
開
催
し
た
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

8
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

■
議
案
第
11
号　

令
和
6
年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
8
号
）

問
小
・
中
学
校
管
理
運
営
事

務
経
費
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
の
取
組
に
よ
り
光
熱
水
費
を

減
額
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
取
組
が
行
わ
れ
た
の
か
伺
い

た
い
。答

令
和
5
年
度
か
ら
市
内
の

小
・
中
学
校
を
対
象
に
節

電
・
節
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
学
校
ご
と
に
水
道

使
用
量
削
減
目
標
を
依
頼
し
て
い

る
。
各
学
校
で
は
目
標
値
を
掲
示

し
つ
つ
、
具
体
的
な
手
法
も
例
示

す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
に
節
水
を

促
し
て
い
る
。
新
た
な
効
果
と
し

て
、
各
学
校
で
漏
水
等
が
あ
っ
た

場
合
に
も
迅
速
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
議
案
第
15
号　

令
和
6
年
度
鹿
島
臨
海
都
市
計
画

事
業
鹿
嶋
市
平
井
東
部
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

問
平
井
東
部
土
地
区
画
整
理

事
業
基
金
の
残
高
と
補
正

予
算
に
お
け
る
積
立
金
の
財
源
、

区
域
内
で
市
が
保
有
し
て
い
る
土

地
の
面
積
と
売
払
予
定
額
は
。

答
現
在
の
基
金
残
高
は
、

8
2
6
7
万
5
千
円
で
、

積
立
金
の
財
源
は
保
留
地
の
売
却

代
金
か
ら
事
業
費
を
控
除
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
市
有
地
の
面

積
は
約
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、売
払

額
は
約
12
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
積
極
的
な
販
売
姿
勢
を

崩
さ
ず
、様
々
な
営
業
を
か
け
な

が
ら
販
売
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

採
決
の
結
果
、全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、原
案
の
と

お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

鹿
嶋
市
火
葬
場
に
関
す
る
条
例
な
ど
を
審
査

令
和
６
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
を
審
査

総 務 生 活 委 員 会

予 算 決 算 常 任 委 員 会 ●
委
員
会
の
活
動
●

※
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
4
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の

採
決
の
結
果
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思

（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。
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文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、3
件

の
議
案
と
１
件
の
請
願
を
審
査
し

ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

■
議
案
第
28
号

鹿
嶋
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例問
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
に
つ
い
て
、
本
市
で

は
令
和
７
年
７
月
か
ら
開
始
予
定

と
の
こ
と
だ
が
、
申
込
み
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

答
現
在
、
必
要
な
手
続
や
準

備
等
を
進
め
て
い
る
。
実

施
の
目
途
が
た
っ
た
段
階
で
公
表

し
て
い
く
。

※
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
…
す

べ
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
し
て
多

様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
か
か
わ
ら
な
い
形
で
の
支
援
を

強
化
す
る
た
め
、 

現
行
の
幼
児
教

育
・
保
育
給
付
に
加
え
、 

月
一
定

時
間
ま
で
の
利
用
枠
の
中
で
、 

就

労
要
件
を
問
わ
ず
柔
軟
に
利
用
で

き
る
新
た
な
通
園
給
付
制
度

■
令
和
７
年
請
願
第
１
号

学
校
給
食
無
償
化
を
求
め
る
請
願

【
請
願
要
旨
】

「
子
育
て
す
る
な
ら
鹿
嶋
市
で
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ふ
さ
わ
し

い
市
政
を
実
現
す
る
た
め
、
鹿
嶋

市
が
積
極
的
に
無
償
化
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
も

の
。

　
意　
見

地
域
間
に
よ
っ
て
教
育
環
境
に
格

差
が
あ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い

が
、
財
政
を
考
慮
す
る
と
無
償
化

を
行
う
こ
と
は
非
常
に
厳
し
い
。

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
７
年
請

願
第
１
号
に
つ
い
て
は
全
会
一
致

で
趣
旨
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
決

定
し
ま
し
た
。

鹿
嶋
市
の
保
育
園
事
業
に
関
す
る
条
例
な
ど
を
審
査

文 教 厚 生 委 員 会 

※

議案審議の流れ
本会議

議

案

上

程

委
員
長
報
告

説

明

質

疑

質

疑

討

論

採

決

議

案

審

査

本会議 委員会

議
案
を
会
議
の
議
題
と
し
、
審
議
の
対
象
と
す

る
こ
と
。

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
提
出
者
が
提
案

理
由
及
び
内
容
等
を
説
明
す
る
こ
と
。

提
出
者
に
疑
義
を
た
だ
す
こ
と
。

委
員
長
が
、
委
員
会
で
の
審
査
経
過
及
び
結
果

を
報
告
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
、
委
員
長
に
対

し
、
議
員
が
疑
義
を
た
だ
す
こ
と
。

議
案
に
つ
い
て
、
議
員
が
反
対
ま
た
は
賛
成
の

意
見
を
表
明
す
る
こ
と
。

多
数
決
に
よ
っ
て
、
議
案
に
対
す
る
議
会
の
意

思
を
決
定
す
る
こ
と
。

各
委
員
会
が
分
担
し
て
議
案
を
専
門
的
、
詳
細

に
審
査
す
る
こ
と
。
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質問者 質問項目 ページ 質問者 質問項目 ページ

小池 みよ子
・地域福祉推進委員制度について
・井戸水の登録制度について

15 横 山 　 揚 久

・帯状疱疹ワクチン接種の補助につ
  いて
・障がい児童を対象としたショート
  ステイ施設について

16

中 薗 　 薫
・インフラ設備の老朽化対策につ
  いて

15 菅 谷 　 毅
・合併後の成果について
・カーボンニュートラルについて

17

内 野  敬 仁
・ふるさと納税について
・平井東部土地区画整理事業に 
  ついて

16 山 口 　 哲 秀
・ICT 教育について
・HPV ワクチンのキャッチアッ
  プ接種について

17

質問

【一般質問の YouTube 配信】
一般質問の様子を YouTube で録画配
信しています。

【本会議の音声公開】　　　　　　　　
本会議の音声データを会議録検索シス
テムに議事録が掲載されるまでの間、公
開しています。

【会議録検索システム】
鹿嶋市議会のホームページ内にある会
議録検索システムで、各会議の議事録を
ご覧いただけます。

本市議会の音声公開や YouTube 配信を行っています！

掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある「一般質問通告一覧」をご利用ください。

＼ここが知りたい！／

一 般 質 問
一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針などに
ついて質問したり、または報告、説明を求めたりするものです。

　人の
議員が
登壇！

6
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地
域
福
祉
推
進
委
員
制
度
に
つ
い

て

井
戸
水
の
登
録
制
度
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ラ
設
備
の
老
朽
化
対
策
に

つ
い
て

　
　

令
和
７
年
度
末
に
地
域
福
祉

推
進
委
員
制
度
を
廃
止
し
、令
和
８

年
度
か
ら
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
に
対
し
て
看
護
師
が
訪
問
す
る

手
法
に
変
更
す
る
と
、市
か
ら
報
告

が
あ
っ
た
。ど
の
よ
う
な
体
制
に
な

る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

対
象
者
の

高
齢
化
に
伴
い
、安
否
確
認
の
重
要

性
が
増
し
た
た
め
、令
和
８
年
度
か

ら
新
た
に
医
療
や
福
祉
、介
護
な
ど

の
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
有
資
格

者
が
週
５
日
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

で
見
守
り
活
動
を
行
う
体
制
を
検

討
し
て
い
る
。地
域
福
祉
推
進
委
員

制
度
と
勤
務
時
間
総
数
と
し
て
は

同
程
度
の
訪
問
を
行
う
た
め
、４
名

の
職
員
を
配
置
す
る
予
定
だ
が
、状

況
に
応
じ
て
、増
員
も
含
む
柔
軟
な

対
応
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、訪
問

対
象
は
、介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
し

て
い
る
が
、世
帯
状
況
や
所
得
な
ど
、

さ
ら
に
洗
い
出
し
を
行
い
、適
切
な

対
象
の
割
り
出
し
を
検
討
し
て
い

る
。

　
　

各
公
民
館
に
防
災
井
戸
を
整

備
し
て
い
る
が
、震
災
時
は
不
足
す

る
可
能
性
が
あ
る
。家
庭
用
井
戸
水

の
登
録
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
、自

家
使
用
し
て
い
る
家
庭
に
協
力
を

求
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
民
生
活
部
長　

市
民
生
活
部
長　

災
害
時
の

家
庭
用
井
戸
水
の
登
録
制
度
は
、プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
や
提
供
者
が

不
在
時
に
敷
地
に
侵
入
さ
れ
て
し

ま
う
な
ど
、犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

リ
ス
ク
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、制
度
の
創
設
を
見
送
っ

た
経
過
が
あ
る
。
し
か
し
、災
害
発

生
時
に
は
、市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
井

戸
水
提
供
の
申
出
が
あ
る
も
の
と

予
想
さ
れ
る
た
め
、周
知
の
方
法
な

ど
、他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
取
扱
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

策
定
を
進
め
て
い
く
。

　　
　

埼
玉
県
八
潮
市
で
発
生
し
た

道
路
陥
没
事
故
に
つ
い
て
、市
は
状

況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長　

陥
没
事
故

の
原
因
と
な
っ
た
下
水
道
管
は
、埼

玉
県
が
管
理
す
る
流
域
下
水
道
の

幹
線
管
路
で
あ
り
、管
の
大
き
さ
は

内
径
4
·
7
5
メ
ー
ト
ル
、深
さ
約

10
メ
ー
ト
ル
の
施
設
で
あ
る
。市
と

し
て
も
報
道
以
上
の
情
報
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、早
期
の
事
態
収
束

を
強
く
願
っ
て
い
る
。

　
　
八
潮
市
の
事
故
を
受
け
て
、市

内
の
主
要
道
路
や
下
水
道
管
の
緊

急
点
検
を
実
施
す
る
予
定
は
あ
る

の
か
。

　
　

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長　

茨
城
県
下

水
道
課
よ
り
下
水
道
施
設
の
適
正

管
理
に
関
す
る
通
知
が
届
い
た
こ

と
を
踏
ま
え
、市
独
自
の
緊
急
点
検

を
１
月
31
日
か
ら
２
月
４
日
に
か

け
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、直
ち

に
陥
没
が
発
生
す
る
よ
う
な
異
常

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。点
検
結
果

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
。今
後
も
国
や
県
な
ど
の
関
係

機
関
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

具
体
的
な
予
防
策
や
必
要
な
予
算

措
置
に
つ
い
て
、市
と
し
て
の
考
え

を
伺
う
。

　
　

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長　

イ
ン
フ
ラ

施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
や
老
朽

化
に
対
す
る
計
画
的
な
対
応
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。計
画

を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
国

の
補
助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、日

常
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
老
朽
化

対
策
の
推
進
、ま
た
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新

技
術
を
用
い
た
調
査
、点
検
の
導
入

検
討
を
行
い
、計
画
的
か
つ
合
理
的

な
点
検
維
持
管
理
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・観
光
客
の
受
入
態
勢
の
状
況
や
魅

  

力
発
信
に
つ
い
て

・財
政
調
整
基
金
を
は
じ
め
と
す
る

  

公
的
資
産
の
運
用
に
つ
い
て

問問

問

問

問

小
こ い け

池　みよ子
こ

議員

中
な か ぞ の

薗　 薫
かおる

議員

録画映像録画映像

録画映像録画映像

答答

答

答

答
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厚
生
労
働
省
よ
り
定
期
接
種

の
方
針
が
出
さ
れ
、適
用
は
令
和
７

年
４
月
１
日
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。

市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

　
　

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

本
市
で
も

４
月
１
日
以
降
に
接
種
が
開
始
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。助

成
対
象
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
は
２
種

類
あ
り
、生
ワ
ク
チ
ン（
１
回
接
種
）

と
組
換
え
ワ
ク
チ
ン（
２
回
接
種
）

が
あ
る
。
な
お
、帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
生
涯
で
１
度
と
な
る
が
、

１
度
助
成
を
受
け
た
後
の
接
種
は

全
額
自
己
負
担
と
な
る
。公
費
に
よ

る
補
助
は
１
度
の
み
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

　
　

接
種
に
対
す
る
周
知
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　

健
康
福
祉
部
長　

健
康
福
祉
部
長　

該
当
者
に

個
別
通
知
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、広
報
か
し
ま
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
活
用
し
、丁
寧
な
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

　
　

障
が
い
児
を
対
象
と
し
た

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
の
設
置
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
施
設
へ
の
誘
導
、紹
介
は
可

能
か
。

　
　

健
康
福
祉
部
長　

健
康
福
祉
部
長　

現
時
点
で

市
内
に
は
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ

ん
に
特
化
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
事
業
所
は
な
い
た
め
、市
心
身
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
行
っ
て

い
る
障
害
児
相
談
支
援
事
業
所
で
、

サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
に
当
た
り
、

ご
本
人
の
生
活
状
況
や
特
性
等
を

お
聞
き
し
、本
人
に
合
っ
た
事
業
所

の
調
整
や
関
心
の
あ
る
事
業
所
へ

の
見
学
同
行
訪
問
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
な
お
、こ
の
秋
に
も
市
内
の

民
間
事
業
所
が
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。今

後
も
地
域
の
福
祉
事
業
所
の
協
力

を
得
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

家
族
、そ
し
て
お
子
さ
ん
の
発
達
や

生
活
実
態
に
合
わ
せ
た
支
援
に
努

め
て
い
く
。

　
　

今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

額
の
目
標
額
と
、そ
の
達
成
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

経
済
振
興
部
長

経
済
振
興
部
長　

ふ
る
さ
と

納
税
寄
附
額
の
目
標
額
は
、令
和
７

年
度
に
６
億
円
、令
和
８
年
度
に

10
億
円
と
し
て
い
る
。現
状
の
課
題

は
、本
市
に
お
け
る
人
気
返
礼
品
の

さ
ら
な
る
充
実
と
返
礼
品
の
供
給

体
制
の
安
定
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。今

後
の
取
組
と
し
て
は
事
業
者
と
の

連
携
を
強
め
、選
ば
れ
る
返
礼
品
へ

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、さ
ら
に
は
ふ
る
さ
と
納

税
市
場
が
求
め
て
い
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
の
考
え
に
基
づ
い
て
返
礼

品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
…
市
場
の
ニ
ー

ズ
や
要
求
を
も
と
に
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
開
発
す
る
考
え
方

　
　

民
間
資
金
と
国
の
補
助
を
活

用
し
た
住
宅
建
設
や
賃
貸
住
宅
事

業
な
ど
、新
た
な
収
益
化
の
手
法
と

し
て
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
取
り
入
れ
る
こ
と

は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

※
P
F
I
…
公
共
施
設
の
設
計・建

設
・
維
持
管
理
・
運
営
を
民
間
の
資

金
や
技
術
を
活
用
し
て
行
う
手
法

　
　

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手

法
を
採
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、初
期
費
用
を
民
間
事
業
者
が
調

達
す
る
た
め
、行
政
の
支
出
が
平
準

化
す
る
こ
と
や
、行
政
が
直
接
実
施

す
る
よ
り
も
安
価
で
、よ
り
よ
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
可
能

性
が
高
い
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。一
方
、デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

行
政
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
民
間
の

業
務
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
の
低
下
を
招

く
可
能
性
が
あ
り
、企
業
を
選
ぶ
際

に
も
、ノ
ウ
ハ
ウ
や
事
業
計
画
の
内

容
に
つ
い
て
も
評
価
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、手
続
に
要
す
る

業
務
が
増
え
、時
間
も
必
要
と
な
る
。

こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
な
が
ら
、今

後
も
土
地
を
利
活
用
す
る
方
策
に

つ
い
て
も
調
査
研
究
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

平
井
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助

に
つ
い
て

障
が
い
児
童
を
対
象
と
し
た

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
に
つ
い
て

横
よこやま

山　揚
やすひさ

久 議員

内
う ち の

野　敬
たかひと

仁 議員

質問

録画映像録画映像

録画映像録画映像

問

問問

問

問

答

答答

答

答
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合
併
後
の
成
果
に
つ
い
て

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い

て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
に
つ
い
て

　
　

鹿
島
町
と
大
野
村
の
合
併
の

目
的
と
成
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

政
策
企
画
部
長

政
策
企
画
部
長　

交
通
体
系

や
港
湾
後
背
地
の
整
備
、消
防
防
災

体
制
の
充
実
、ご
み
処
理
施
設
の
建

設
や
排
水
整
備
、学
校
教
育
の
充
実

や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
、高
齢
者

福
祉
の
向
上
、農
業
の
振
興
、行
政

運
営
の
効
率
化
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
具
体
的
施
策
を
掲
げ
、取
り
組
ん

で
き
た
。引
き
続
き
整
備
を
図
っ
て

い
く
も
の
も
あ
る
が
、合
併
建
設
計

画
に
掲
げ
た
施
策
に
つ
い
て
は
、お

お
む
ね
達
成
さ
れ
た
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

よ
る
産
業
の
変
化
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に
対
応
す
る
準

備
が
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、外

港
公
共
埠
頭
周
辺
で
の
企
業
誘
致

な
ど
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。希
望

の
持
て
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し

て
ほ
し
い
。

　
　

市
長
市
長　

鹿
島
港
が
洋
上
風
力

発
電
の
基
地
港
湾
で
あ
る
優
位
性

を
生
か
し
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
拠
点
と
し
て
、地
域
経
済
と

環
境
を
考
慮
し
た
持
続
可
能
な
都

市
が
実
現
で
き
る
と
考
え
る
。引
き

続
き
、鹿
嶋
市
洋
上
風
力
発
電
事
業

推
進
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、外
港
地

区
整
備
に
関
す
る
国
へ
の
要
望
活

動
を
行
う
ほ
か
、外
港
周
辺
で
展
開

さ
れ
る
経
済
活
動
に
地
元
企
業
の

参
入
機
会
を
創
出
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、（
仮
称
）

鹿
行
南
部
道
路
は
、鹿
島
臨
海
工
業

地
帯
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、港
湾

の
整
備
促
進
と
利
活
用
な
ど
に
繋

が
る
。
産
業
、港
湾
、ス
タ
ジ
ア
ム
、

そ
し
て
高
速
道
路
な
ど
、こ
れ
ほ
ど

明
る
い
夢
と
希
望
の
あ
る
都
市
は

ほ
か
に
な
い
。実
現
に
向
け
取
組
を

進
め
て
い
く
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
き
４
年
間
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長

教
育
長　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
よ
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

活
用
が
日
常
化
し
、全
国
平
均
を

上
回
る
利
用
率
を
達
成
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
道
具

と
し
て
使
い
こ
な
し
て
お
り
、レ

ポ
ー
ト
の
作
成
な
ど
幅
広
く
活
用

し
て
い
る
。
今
後
は
学
力
向
上
に

効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
に
つ

い
て
、教
員
研
修
を
行
う
な
ど
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
有
効
活
用
に
よ
り
学

力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
端
末
の
修
理
費
に
つ
い
て
、令

和
７
年
度
の
途
中
か
ら
場
合
に
よ
っ

て
は
保
護
者
が
全
額
負
担
す
る
こ
と

に
変
更
し
た
。保
護
者
負
担
の
見
直

し
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。市
の
見

解
を
伺
う
。

　
　
教
育
長

教
育
長　
現
行
の
、保
護
者
が

全
額
負
担
す
る
取
扱
い
が
修
理
件

数
の
低
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
、保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、端
末
更
新
時
に
向
け
て
、

保
険
の
適
用
を
含
め
た
仕
組
み
の

見
直
し
や
破
損
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
対
策
に
つ
い
て
、改
め
て
検
討
し

て
い
く
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
患
者
を
減
ら
す

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
期
間
が
延
長
と
な
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
情
報
提
供
を
行
う
の

か
伺
う
。

　
　

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

個
別
通
知

で
の
案
内
を
行
う
ほ
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
か
し
ま
、エ
フ
エ
ム

か
し
ま
な
ど
で
広
く
周
知
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、個
別
通
知
に
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
り
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を

貼
り
付
け
る
な
ど
、詳
細
な
情
報
の

提
供
に
努
め
る
。

山
やまぐち

口　哲
てつひで

秀 議員

菅
す が や

谷 　 毅
つよし

議員

録画映像録画映像

録画映像録画映像

問

問

問

問

問

答

答

答

答 答

17



高
松
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学
校

高
松
中
学
校
33
年
生
年
生  

　
　
　
　
杉杉す
ぎ
も
と

す
ぎ
も
と本本    

光光こ
う
し
ゅ
ん

こ
う
し
ゅ
ん駿駿  

さ
ん
さ
ん

英
語
を
活
か
し
て
世
界
へ

英
語
を
活
か
し
て
世
界
へ

英
語
を
楽
し
ん
で
学
ぶ
杉

本
さ
ん
か
ら「
好
き
こ
そ
物

の
上
手
な
れ
」と
い
う
言
葉

を
改
め
て
思
い
出
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
い
つ
か
世
界

で
活
躍
す
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
！

（
内
野
委
員
長・横
山
委
員
）

―鹿嶋っ子の夢、　　　　　応援しています―きかせて !あなたの夢
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6/6（金） 本会議：開会
10（火）
11（水）
12（木）

本会議：一般質問
※12日（木）は予備日

16（月） 本会議：質疑・委員会付託
常任委員会

18（水） 予算決算常任委員会

24（火） 本会議：委員長報告・討論・採決・閉会

次回の定例会は　   月　　日（金）開会予定です。6 6  6 6

私
の
将
来
の
夢
は
、海
外

の
企
業
に
勤
め
る
こ
と
で
す
。

こ
の
夢
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、幼
い
頃
の

経
験
で
す
。
父
の
仕
事
の
関

係
で
、４
歳
か
ら
小
学
校
に

入
る
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
で
暮
ら

し
て
い
た
た
め
、さ
ま
ざ
ま

な
国
の
文
化
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

幼
稚
園
の
頃
か
ら
英
語
の
塾

に
通
っ
て
お
り
、英
語
の
勉

強
を
苦
に
思
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

英
語
を
活
か
せ
る
仕
事
が
し

た
い
と
思
い
、海
外
で
働
く

こ
と
を
目
指
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

今
は
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、

洋
楽
を
日
本
語
に
訳
し
た
り
、

分
か
ら
な
い
単
語
を
調
べ
た

り
し
な
が
ら
英
語
の
勉
強
を

続
け
て
い
ま
す
。ま
た
、世
界

の
こ
と
を
も
っ
と
知
る
た
め

に
、社
会
や
地
理
の
勉
強
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
将

来
は
大
学
に
進
学
し
、英
語

を
さ
ら
に
深
く
学
び
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

鹿
嶋
市
に
は
街
灯
が
少
な

く
、夜
に
な
る
と
暗
い
道
が

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
安

心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
、

も
っ
と
街
を
明
る
く
し
て
欲

し
い
で
す
。
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当市議会議員による職員へのハラスメントについて

このたびの当市議会議員による職員へのハラスメント事案につきまして、市民の皆様及び職員の皆様に多大なる御
迷惑と御心配をお掛けしましたことを、心よりお詫び申し上げます。

報道でもありましたように、本件は、一般質問に向けた聞き取りの際に、担当職員に対して、不適切な言動があっ
たことに端を発しております。職員からのハラスメント被害申し出を受け、当該議員は職員に直接謝罪を行いました。
さらに、２月２６日の本会議において、内田議長が当該議員からの謝罪文を代読し、議会を代表して正式に謝罪の意
を表明いたしました。

当該議員は今回の件を厳粛に受け止め、深く反省しております。また、議会といたしましても、事態を重く受け止め、
実態の把握と再発防止に向けた取組の必要性を強く認識しており、今後、第三者委員会による調査には全面的に協力し、
調査結果につきましては、本広報誌を通じて速やかに公表いたします。

現在、鹿嶋市議会では、議会改革特別委員会においてハラスメント防止条例の制定に向けた協議を進めており、昨
年には、職員へのアンケート調査の実施及び有識者によるハラスメント防止研修を実施いたしましたが、そのような中、
このような事態が発生したことを厳粛に受け止めております。引き続き、研修等を通じてハラスメントに対する意識
改革と倫理観の向上を図るとともに、万が一、事案が発生した際には迅速に対応できる体制を整備するため、早急に
条例を制定する方針です。

市民の皆様の信頼を１日も早く回復し、その負託に応えられるよう、議員一同、誠心誠意努めてまいります。
今後とも、市民の皆様の御理解と御協力を賜りますよう、何とぞ、よろしくお願い申し上げます。

46mm46mm


